
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

町
制
70
周
年
記
念

	

～
第
40
回
「
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」

	

　

第
46
回
「
い
か
る
が
の
里
・

	

　
　
　
　
　
　
　

法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」
～

４	

町
制
70
周
年
記
念　

	

ヘ
ル
シ
ー
パ
ゴ
ち
ゃ
ん
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

５	

70
歳
以
上
の
人
に
高
齢
者
優
待
券
を
交
付
し
ま
す

６	

ま
ち
の
話
題

８	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

９	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

10	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

11	

図
書
館
だ
よ
り

12	

ま
ち
の
情
報

16	

４
月
か
ら
要
支
援
者
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が

	

「
総
合
事
業
」
に
移
行
し
ま
す

17	

ご
み
質
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

	

～
可
燃
ご
み
・
食
品
ロ
ス
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
～

18	

ほ
け
ん
だ
よ
り

20	

町
制
70
周
年

	

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
記
憶

2 0 1 7

3
No. 618

いかるが

町制70周年の２月11日
ランナーが快走で祝福 !!
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斑
鳩
町
制
が
施
行
し
て
、
ち
ょ
う
ど
70
周
年
を
迎
え
た
２
月
11

日（
祝・土
）、第
40
回
「
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」、第
46
回
「
い

か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら

大
勢
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
斑
鳩
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
走

る
「
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
の
「
い

か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、
ハ
ー
フ
、
10
㎞
の
２

コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
、
斑
鳩
の
里
を
満
喫
し
な
が
ら
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
運
営
を

支
え
、
沿
道
に
も
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
す
る
人
が
あ
ふ
れ
、
心
あ
た

た
ま
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲�スペシャルゲストの、大阪芸術大学女子駅伝部のみなさん。
選手としてハーフ・10㎞に参加された２人は、部門別で
大会新記録をマークしました！
　（写真右の中央は斑鳩町キャンペーンレディ）

斑鳩の里の風景を満喫しながら、
コースを軽快に走るランナー

▲
▶

▲�奈良県西和医療センターの医療スタッフの
みなさん。橋本行弘選手（右）は、AEDを
背負ってハーフを完走！

▲�給水ポイントでボランティア
スタッフがお手伝い

▲頑張って完走したよ！

ス
タ
ー
ト
の
合
図
で

　
　
　
一
斉
に
ダ
ッ
シ
ュ
！



3 2017.3.  広報 

史街道紀州口熊野を駆け抜ける
～ 第22回 紀州口熊野マラソン参加 ～

2 / 5 ・和歌山県上富田町

のイベントで町制70周年の斑鳩をＰＲ！
～ 第25回にいがた 冬 食の陣・当日座 ～
2 / 1 1 , 1 2 ・古町会場（新潟県新潟市）

　災害時相互応援協定を結んでいる和歌山県上富田
町で開催された「第22回 紀州口熊野マラソン」に
斑鳩町から13人のランナーが参加しました。
　激しい雨の中、出走したランナー全員が見事に完
走しました。

　毎年恒例、新潟の冬の代表的な食イベント、「に
いがた 冬 食の陣・当日座」に今年も斑鳩町が出店
しました。
　会場は寒さを吹きとばすぐらいの来場者の熱気に
包まれ、奈良漬などを販売した斑鳩のブースも大人
気でした。パゴちゃんや第２代斑鳩町キャンペーン
レディも参加し、町制70周年を迎えた斑鳩町の魅
力を存分にＰＲしました。

歴

食

【ハーフ】
　参加者	１，０２５人
　完走者	 ９３７人

【１０㎞】
　参加者	 ４６８人
　完走者	 ４６５人

【法隆寺コース　3,000m】

【法輪寺・法起寺コース　6,700m】

　参加者	 ８３８人

部　門 氏　名 タイム
男子29歳以下 枡本　裕真 1:09:25
男子30歳代 清村　浩司 1:15:21
男子40歳代 松村　博文 1:11:48
男子50歳代 山田　和信 1:20:09
男子60歳以上 中本　敏治 1:26:37
女子39歳以下 澤山　佳世 1:20:06

※大会新記録
女子40歳以上 水内喜美代 1:30:14

部　門 氏　名 タイム
男子29歳以下 郷津　敏充 34:37
男子30歳代 安達　裕輝 34:29
男子40歳代 福貴田秀孝 34:20
男子50歳代 宮本　幸至 36:39
男子60歳以上 高橋　　進 40:18
女子39歳以下 森田　彩乃 36:00

※大会新記録
女子40歳以上 池崎　志保 40:38

氏　名 タイム
林　　大輔 9:02

氏　名 タイム
松島　　帆 24:33

▲法隆寺マラソン（ハーフ）で、総合優勝を果たした
　枡本裕真さん

DATA【大会の記録】
※各部門１位のみ掲載（敬称略）

●いかるがの里・法隆寺マラソン

●斑鳩三塔健康走ろう会

　斑鳩町と協定を結んで
いる和歌山県上富田町で
も、２月５日（日）に斑鳩
町のランナーが走りまし
た！
　町制70周年の２月11日
（祝・土）に新潟市で行わ
れたＰＲイベントとあわ
せて紹介します。
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応募・問合せ
〒636-0142　奈良県生駒郡斑鳩町小吉田1丁目12番35号
　保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）　　☎ :0745-70-0001　　fax:0745-74-0903
　Eメール :hoken@town.ikaruga.nara.jp　　ホームページ http://www.town.ikaruga.nara.jp

応募にあたっての注意事項
●�お一人につき２点まで応募可能ですが、応募用紙１
枚につき１点の応募とします。
●�複数人での調理の場合、代表者１人で応募してくだ
さい。
●応募にかかる費用は、応募者の負担となります。
●�応募作品の名前を含めたアイデアや諸権利について
は、主催者に帰属するものとします。
●応募用紙など応募に関する書類は返却しません。
●�入賞作品などについては、作品名、応募者氏名およ
び在籍している学校名（または在住市町村名）を町
ホームページなどで発表します。
●審査に関する問い合わせには応じられません。

　　　　　最優秀賞：�子ども・大人の部それぞれ１点
　　　　　　　　　　賞状・副賞
　　　　　　　　　　　（30，000円相当の賞品）
　　　　　優 秀 賞：�子ども・大人の部それぞれ３点
　　　　　　　　　　賞状・副賞
　　　　　　　　　　　（10，000円相当の賞品）
　　　　　�入賞者については、生き生きプラザ斑鳩開

館10周年記念イベント（７月１日開催）
オープニングセレモニーにおいて表彰を行
います。また、入賞作品については、作品
のレシピの配布および作品の一部を試食と
して来場者に提供します。

　　　　　※参加者全員に参加賞があります。

　　　　　審査日　５月13日（土）正午から
　　　　　�審査員による審査を行います。入賞者には

連絡するとともに町広報誌でも発表しま
す。

●�町のマスコットキャラクター「パゴちゃ
ん」を表現または連想させる内容である
こと。
●�野菜を必ず使用し、栄養バランスのとれ
たヘルシーなお弁当であること。
●�基本的に加熱したメニューとし、常温で
保存できるもの（野菜・果物は可）。また、
調理済食品（素材としての冷凍食品を除
く）を使用していないこと。
●�材料費は高額とならないもの（１食あた
り500円程度）。
●�斑鳩町産または奈良県産の食材を１品以
上使用した作品であること。
●�応募作品は弁当箱に詰めたものであるこ
と（弁当箱の形は問いません）。
●�審査日当日（午前９時～11時30分）に、
作品（１作品につき２個）を審査会場（生
き生きプラザ斑鳩）へ持参できる人（代
理可）。

　専用の応募用紙に必要事項を記入し、作
品の写真を添付のうえ、郵送または持参し
てください。
　応募フォームにより応募する場合、作品
画像は JPEG形式ファイルで、データ容
量は、１応募あたり１ＭＢ程度で、メール
で送信してください。
　応募用紙は、町ホームページまたは町公
共施設（中央・西・東公民館、いかるがホー
ル、町立図書館、中央体育館、生き生きプ
ラザ斑鳩）で配布します。

子どもの部：小学生・中学生（町内在住のみ）
大人の部：15歳以上（町内外問わず）

ヘルシー　パゴちゃん　弁当ヘルシー　パゴちゃん　弁当ヘルシー　パゴちゃん　弁当

町制70周年記念

コンテスト
募集期間

３月１日（水）～
４月28日（金）必着

　町制70周年を記念し、ヘルシー
な“パゴちゃん弁当”をつくってみ
ませんか？
　みなさんのご応募をお待ちしてい
ます。

表彰
賞品

審査
発表

応募
方法

応募
条件

対象
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　町では、高齢者のみなさんが社会生活を拡大し、健康で楽しく生きがいのある生活を送るため、70歳
以上の人を対象に高齢者優待券を交付します。
　平成29年度の高齢者優待券の交付は４月３日（月）からとなります。

【対 象 者】　昭和23年４月１日以前に生まれた人
　　　　　　※�はじめて高齢者優待券の交付を受けられる人は、「斑鳩町高齢者優待利用券」が必要です。

詳しくは、下記の申請の方法をご確認ください。

【交付期間】　平成29年４月３日（月）～平成30年３月30日（金）
　　　　　　（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）午前９時～午後５時30分
　　　　　　※４月３日（月）のみ、午前10時～午後５時30分

【交付場所】　斑鳩町役場長寿福祉課
　　　　　　※�４月３日（月）～４月21日（金）までは役場地下大会議室で交付します。（４月11日（火）午前

中を除く）

【高齢者優待券の種類と利用可能金額】　以下の５種類の中から、いずれか一つを交付します。

【申請の方法】

問合せ　　長寿福祉課　介護高齢福祉係（☎内線１２３・１２６）

■ はじめて申請する人
※�はじめに斑鳩町高齢者優待利用券の交付を
受けてください。申請書に緊急時の連絡先
のご記入をお願いします。

≪申請に必要なもの≫
・顔写真１枚（縦３㎝×横2.4㎝）
・印かん
※�平成29年度中に70歳になられる人には
「利用券交付申請書」「優待券交付申請書」
を送付します。
　（平成29年３月下旬予定）

■ 以前に優待券の交付を
受けたことのある人

≪申請に必要なもの≫
・斑鳩町高齢者優待利用券（顔写真付のカード）
・使用済みの高齢者優待券
・印かん
　※�高齢者優待券（CI-CA、ICOCA、タクシー
乗車券、いきいきの里入館券、トレーニン
グ機器使用券）を紛失された場合は、申請
時に申し出てください。

　※ �CI-CA、ICOCAを紛失された場合は、保
証料（500円）が必要となります。

種　　　類 利用金額 利用範囲など

ＣＩ－ＣＡ
（バスカード）

３，９９０円
（４９０円のプレミアを含む）

奈良交通（株）およびエヌシーバス（株）が運行する路線バスのう
ちＩＣカード読取機搭載車輛で利用できます。
（高速バス・リムジンバス等を除く）

ＩＣＯＣＡ
（イコカカード） ３，５００円 ＪＲ西日本が指定する利用可能エリアのほかに、一部私鉄・公

共バスにも利用できます。

タクシー乗車券 ３，５００円
（１００円券３５枚綴）

町が指定するタクシー業者の乗車に対し利用できます。
※有効期間は、交付を受けた年度の翌年度末までとなります。

ふれあい交流センター
いきいきの里入館券

４，０００円
（２０回分） ふれあい交流センターいきいきの里に入館できます。

すこやか斑鳩・スポーツセンター
トレーニング機器利用券

４，０００円
（２０回分）

すこやか斑鳩・スポーツセンターのトレーニング機器を利用で
きます。

70歳以上の人に
高齢者優待券を交付します
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やかなステージを披露、引き続き観光大使へ
～ 中野振一郎 with 桜花昇ぼる

　　（斑鳩町観光大使委嘱式）～
1 / 2 2 ・いかるがホール

　斑鳩町出身で、斑鳩町観光大使である、元ＯＳ
Ｋ日本歌劇団トップスターの桜花昇ぼるさんが

「中野振一郎 with 桜花昇ぼる」に出演し、中野
振一郎さんの演奏にあわせて、桜花さんの歌とダ
ンスを披露されました。
　ステージ終了後は、桜花さんを囲む会が開催さ
れ、斑鳩町観光大使としての委嘱式が行われまし
た。今日まで多方面で活躍され、斑鳩町の観光振
興に精力的に努めていただいた桜花さんには、引
き続き華
やかな広
告塔とし
て、町の
観光振興
にご協力
いただき
ます。

華

ってみよう！便利で安心！
～ 証明書等コンビニ交付サービス開始 ～

2 / 1 ・ＪＲ法隆寺駅南口

　マイナンバーカードを利用して、住民票の写し
など、各種証明書を全国のコンビニエンスストア
に設置されているマルチコピー機で取得できる
サービスが、２月１日からはじまりました。
　サービス開
始日には、セ
ブン－イレブ
ンハートイン
ＪＲ法隆寺駅
南口店で、小
城町長による
戸籍証明書発
行の実演が行
われました。

※�コンビニ交付サービス内容の詳細は、役場住民
課（☎内線161）へお問い合わせください。

使
ごみ分別収集で表彰を受けました！

～ 奈良県がんばる市町村応援表彰事業 ～
1 / 1 1 ・橿原万葉ホール

　町が実施している「生ごみ分別収集によるゼロ・
ウェイスト実現」に向けた取り組みが高い評価を受
け、【地方創生（まちづくり・にぎわいづくり）部門】
で、最優秀賞に選ばれ、奈良県の荒井知事から表彰
を受けました！
　県によるこの表彰事業は、優良な行政組織運営な
どに取り組んでいる市町村に対し、その効果や努力
を表彰するものです。
　これからも「ゼロ・
ウェイスト実現」に
向けた取り組みをす
すめてまいりますの
で、みなさんのご協
力を、よろしくお願
いします。

生

災から　守り引き継げ　文化財
～ 文化財防火デー防火演習 ～

　昭和24年１月26日に起こった法隆寺の金堂火災
を忘れないようにと制定された文化財防火デーの日
に、今年も防火演習が行われました。
　金堂と焼失した金堂壁画の収蔵庫での法要の後、
収蔵庫の屋根から一斉に放水訓練が行われました。
続いて、法隆寺自衛消防団、斑鳩町消防団、西和消
防署員ら約100人により、五重塔をバックに空高く
一斉放水が行われ
ました。
　斑鳩町にはたく
さんの貴重な文化
財があります。文
化財を火災から守
り、次世代へ残し
ていくため、日ご
ろから、火の取り
扱いには注意しま
しょう。

火

1 / 2 6 ・法隆寺
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民一人ひとりが「おもてなし」の主役
～ 観光まちづくりセミナー ～

　観光まちづくりセミナーを開催し、おかげ横丁の
運営について、（有）伊勢福・代表取締役の橋川史宏
氏が講演。また、今年１月に観光庁から日本版ＤＭ
Ｏの認定登録を受けた斑鳩産業（株）の井上雅仁代表
取締役と永松理沙氏が、斑鳩町活性化の取り組みな
どについて講演されました。
　観光客に笑顔で接し、斑鳩の魅力を発信し、リピー
ターづくりをすすめましょう。

町

2 / 4 ・いかるがホール

鳩魂をおもいっきり発揮するぞ！
～ 第12回 市町村対抗子ども駅伝大会 ～

斑鳩町選手団チーム紹介

　今年も町立の３小学校の代表選手が、３月４日

（土）、河合町の馬見丘陵公園で行われる「市町村

対抗子ども駅伝大会」に出場することになりまし

た。

　これまでの練習してきた成果を存分に発揮し、

チーム一丸となってがんばれるようみなさんのご

声援をよろしくお願いします。

斑 い力で町をきれいに！
～ イカル隊清掃ボランティア ～
1 / 1 8 ・法隆寺松並木周辺

　今年も、法隆寺国際高等学校、斑鳩中学校、斑鳩
南中学校の生徒会や部活動の部員、斑鳩小学校の６
年生で結成されたイカル隊約680人が、法隆寺の松
並木周辺の清掃ボランティア活動に取り組みました。
　活動に参加した児童、生徒たちは、この清掃活動
をとおして、町内で学ぶ児童生徒の交流を深めると
ともに、環境美化や地域貢献の大切さを感じていま
した。

若

代を超えて、みんなで楽しく元気に！
～ 男女共同参画社会づくりセミナー ～
1 / 1 5 ・いかるがホール・小ホール

　男女共同参画社会推進住民グループ「いかるが
ＫＡＩＧＩ」のみなさんによるセミナーが開催さ
れ、元気クラブいかるがチアリーディング教室の
ダンス、いかるがシンフォニックバンド、プロの
演奏家Ｍ . Ｔ .Pallet の演奏をとおして、世代を
超えて取り組む楽しさを体感してもらいました。
　また、町の子育て支援施策の紹介を行い、ワー
ク・ライフ・バランスの実現につなげました。

世
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官
学
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

奈
良
大
学
と
、
平
成
25
年
度
か
ら

斑
鳩
大
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
を
共

同
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
昨
年
度
に
行
っ

た
発
掘
調
査
の
成
果
を
中
心
に
お

話
し
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

斑
鳩
大
塚
古
墳
は
、
町
立
斑
鳩
幼
稚
園

の
南
側
（
法
隆
寺
南
１
丁
目
地
内
）
に
あ

り
ま
す
。
昭
和
29
年
に
、
古
墳
の
上
に
忠
ち
ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

が
建
設
さ
れ
る
時
に
、
銅
鏡
や
武
器

な
ど
が
見
つ
か
っ
た
た
め
調
査
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
か
ら
５
世
紀
前
半

の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
古
墳
は
丸
い
形
（
円
墳
）
を
し

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、

本
来
は
円
墳
で
は
な
く
、
東
側
の
一
部
が

張
り
出
し
た
形
を
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
調
査
成
果
に
つ
い
て

　

そ
こ
で
、本
来
の
形
を
確
認
す
る
た
め
、

古
墳
の
東
側
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
張
り
出
し
た
部
分
の
形
を
確

定
す
る
た
め
の
角か
ど

（
隅
）
付
近
が
、
後
世

に
破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
、
張
り
出
し
部

（
造つ
く

り
出だ

し
）
の
存
在
を
確
定
す
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
古
墳
の
南
側
で
は
、
墳
丘
の
周

囲
を
め
ぐ
る
濠ご
う

を
確
認
す
る
た
め
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
予
想
し
て
い
た
と
お
り

に
濠
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
古
墳
の
東

側
で
見
つ
か
っ
た
濠
よ
り
幅
が
広
く
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
墳
丘
の
端
が
確

認
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
濠
の
正
確

な
幅
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
場
所
に
よ
っ

て
濠
の
幅
が
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
本
来
の
古

墳
の
形
や
大
き
さ
な
ど
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
張
り
出
し
部
分

を
は
じ
め
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
謎
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
古
墳
本
来

の
形
を
解
明
す
べ
く
２
月
か
ら
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
重
要
な
発
見
が
あ
れ
ば

み
な
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

引
越
し
の
時
は

　
水
道
の
手
続
き
を

　
　

上
水
道
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

転
入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
は
じ
め
る

時
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
使
用
を

中
止
す
る
時
、
使
用
者
・
所
有
者
が
変
わ

る
時
な
ど
は
、
必
ず
２
～
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

使
用
中
の
水
道
の
中
止
手
続
き
が
な
い

場
合
、
使
用
し
な
く
て
も
水
道
料
金
（
基

本
料
金
）
が
か
か
り
請
求
さ
れ
ま
す
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
中
止
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

上
水
道
課
か
ら
各
戸
に
料
金
を
請
求
し

て
い
な
い
集
合
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
管
理
会
社
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※�

町
内
で
転
居
す
る
場
合
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

も
水
栓
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
も

う
一
度
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は

　
口
座
振
替
で

　

次
の
金
融
機
関
ま
た
は
上
水
道
課
の
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　

�

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀

行
・
り
そ
な
銀
行
・
近
畿
大
阪
銀
行
・

南
都
銀
行
・
奈
良
信
用
金
庫
・
大
和
信

用
金
庫
・
奈
良
中
央
信
用
金
庫
・
近
畿

労
働
金
庫
・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▲ 斑鳩大塚古墳の墳丘

▶ 

発
掘
調
査
の
風
景
（
古
墳
の
東
側
）



環境対策課
（☎内線133）

　家庭から出るごみの約６割（容積比）は、食
品トレイやペットボトルなどの容器包装で
す。まずは無駄なごみを出さないために、過
剰包装されていない商品を購入することが大
切ですが、どうしても出てしまった食品トレ
イやペットボトルなどの容器包装はお店に返
してリサイクルしましょう。

ゼロ・ウェイストのまちづくり⑤
～リサイクルのために　容器包装はお店に返そう！～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈３月の陶器等回収日〉
　３月１０日（金）・３月２１日（火）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、３月11日（土）、３月26日（日）も受け付けします。

ご存知ですか？
容器包装リサイクル法
　商品を売ってしまえば終わり・・
ではなく、その商品が入っていた容
器や包装が「ごみ」ではなく、資源
として「リサイクル」されるよう、
商品の製造者や販売者などが、容器
や包装をリサイクルすることが法律
で義務づけられています。
　そのため、多くのスーパーなどで
は、店頭に食品トレイやペットボト
ルの回収ボックス
を設置し、リサイ
クルを行っていま
す。

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
の

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

消
費
税
増
税
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

に
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
臨
時
福
祉
給
付

金
支
給
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
受
付
期
間
は
、
３
月
１
日（
水
）～

６
月
１
日（
木
）で
す
。
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、
す
で
に
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ

れ
な
い
場
合
、
辞
退
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

対
象　

平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
町

民
税
が
非
課
税
で
あ
り
、
課
税
さ
れ
て

い
る
人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
な
い
人

●
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
１
５
，
０
０
０
円

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.town.ikaruga.nara.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　みなさんが利用しやすいように、町でもペットボトルの収
集や食品トレイの拠点回収を行っていますが、これらの容器
包装の回収やリサイクル費用は町が負担しています。つまり、
みなさんの税金で処理することになります。
　一方、お店の回収ボックスに出された容器包装は、お店が
リサイクル費用を負担しますので、町の負担はなく、みなさ
んの貴重な税金が節約できます。

スーパーなどで回収している主なもの
　・ペットボトル　・食品トレイ　・牛乳パック
＊�お店によっては、上記以外に、空き缶や透明のパックなど
を回収しているところもあります。
＊�リサイクルの義務は店舗の大きさ、従業員数により異なる
ため、小さいお店などでは、回収ボックスが設置されてい
ない場合もあります。

お店の回収ボックスに出そう！

１月の生ごみたい肥化量33,560㎏
可燃ごみの13.2％をたい肥化できました　※モデル世帯数6,229世帯（１月末）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

1月

12月

11月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度
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　平成28年７月１日にオープンした住民活動センター（住民活動の拠点）から、平成28年11月8
日に行われました「平成29年度活動提案事業公開プレゼンテーション」と選考結果について報告
します。

　選考の結果、下記の９団体の事業が来年度の斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業に内定し
ました。

～ 斑鳩を愛する熱い想いが会場いっぱいに！～

平成29年度斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業が内定！

公開プレゼンテーション

　昨年11月８日、斑鳩町と住民活動団体が協働で取り組む「活動提案事業」を採択するための
プレゼンテーションが行われました。応募されたうちの９つの団体が、住民のみなさんと選考
委員を前に発表を行いました。斑鳩町のよいところをもっと知ってもらいたい、より住みやす
いまちづくりをめざしたいという各団体の熱い気持ちが会場いっぱいに伝わりました。

平成29年度
斑鳩町協働のまちづくり
活動提案事業選考委員会

髙田昇選考委員長の総評
　各団体の発表はすばらしく、特に以下の４点を感じ
られるプレゼンテーションであった。
①よそではできない「斑鳩町」ならではの活動
②小さなことから大きな目標につなげていく活動
③専門性が高まっている活動
④全体を通して文化の香りが高い活動

事　業　名 団　体　名 代表者名

斑鳩の里・農と食の応援プロジェクト 斑鳩の里・農と食の応援チーム 武田　悦美

地域で子どもを見守り支えるための勉強会・交流会 こども食堂いかるが 小田美津子

竜田公園の県の植栽計画に協力する事業 竜田公園をよりきれいにする会 樋口　建市

地域にホタル復活大作戦 地域にホタル復活大作戦 宮本　　巌

ボランティアマッチングシステム作り いかるが　つながり隊 北西　晴美

斑鳩町の町名の由来ともいわれているイカルの広報活動 斑鳩町イカルの会 勝田　　均

あらまあ！絵本っておもしろい 斑鳩町子どもに本を読む・語る会 伊藤　幸子

つたえる・サロン クッキング・ハウス kizaki と
その仲間たち 城崎　淑子

會津八一の歌碑巡り ～八一を学び広める～ 斑鳩の里　會津八一の会 尾崎　義美

（発表順）

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1000㈹）

斑鳩町協働のまちづくり

住民活動センターだより
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︱ 
図
書
展
示 

︱

　
「
税
と
く
ら
し
」
に
関
す
る
資
料
を
展

示
し
ま
す
。

　
鍋
と
い
え
ば
、
み
ん
な
で
囲
む
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
小
鍋

な
ら
少
し
だ
け
の
具
材
で
、
安
い
、
お
い

し
い
、
健
康
に
よ
い
食
事
に
な
り
ま
す
。

一
・
二
人
用
に
向
い
た
心
温
ま
る
鍋
。
お

酒
と
共
に
楽
し
め
る
お
つ
ま
み
感
覚
の
も

の
や
、
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
、
オ
イ
ル
鍋
な
ど
話

題
の
ア
レ
ン
ジ
も
満
載
。

　
春
か
ら
新
し
く
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め

る
学
生
、
社
会
人
や
、
小
家
庭
、
調
理
す

る
時
間
が
な
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。

小
田　

真
規
子
／
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

『
ま
い
に
ち
小
鍋
』

中
央
公
民
館
図
書
室

　
　
　
　
　
休
室
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
ま
つ
り
準
備
の
た
め
、
中
央
公

民
館
図
書
室
は
左
記
の
期
間
休
室
し
ま
す
。

期
間

　

３
月
13
日（
月
）～
16
日（
木
）

※�

３
月
15
日（
水
）は
３
公
民
館
図
書
室
と

も
に
休
室
で
す
。

■ 

春
の
お
は
な
し
会

日
時　
３
月
26
日（
日
）
午
後
３
時
～

協
力　
斑
鳩
お
は
な
し
の
会

対
象　
５
歳
～
小
学
生

※�

楽
し
い
お
は
な
し
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
）
が
い
っ
ぱ
い
！

内
容　
「
姉
い
も
と
」
ほ
か

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
３
月
８
日（
水
）
午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
３
月
18
日（
土
）
午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
小
学
生
以
下

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

　

公
民
館
ま
つ
り
準
備
の
た
め
、
今
月
は

お
休
み
し
ま
す
。

町
立
小
・
中
学
校
の

制
服
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　

斑
鳩
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
事
務
局

　
　
　

斑
鳩
中
学
校　

清
水

（
☎
０
７
４
５
�
１
３
０
１
）

　

町
内
小
・
中
学
校
５
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同

に
よ
る
制
服
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

し
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
制
服

な
ど
を
保
護
者
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
必

要
な
人
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
３
月
25
日（
土
）
午
前
10
時
～

　
　
　
（�

品
物
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了

と
し
ま
す
）

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

提�

供
品　
標
準
服
・
体
操
服
・
帽
子
・
サ

ブ
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

○
先
着
順
で
お
１
人
様
１
点
と
な
り
ま
す
。

○�

す
で
に
卒
業
さ
れ
た
ご
家
庭
で
提
供
可

能
な
制
服
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※�
先
着
順
。
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

場
合
は
、お
子
さ
ん
を
優
先
と
し
ま
す
。

申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/

図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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入�

園
契
約　
抽
選
終
了
後
、
入
園
料
を
添

え
て
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
か
ん

持
参
）

※
欠
席
さ
れ
ま
す
と
、無
効
に
な
り
ま
す
。

　
（
代
理
人
可
）

契
約
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
25
日

い
き
い
き
フ
ァ
ー
ム

（
貸
農
園
）
入
園
者
募
集

　

建
設
農
林
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

募
集
区
画

●
稲
葉
車
瀬
農
園
…
…
…
12
坪　

３
区
画

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
10
坪　

３
区
画

●
阿
波
農
園　
　

…
…
…
６
坪　

２
区
画

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

入
園
料
（
年
間
）

●
稲
葉
車
瀬
農
園
…
…
…
12
坪　

５
千
円

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
10
坪　

６
千
円

●
阿
波
農
園　
　

…
…
…
６
坪　

３
千
円

応
募
資
格　
斑
鳩
町
に
住
所
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
　
（
１
世
帯
１
区
画
の
み
）

申�

込　
３
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）に
建

設
農
林
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

抽
選
日
・
場
所　

　

３
月
17
日（
金
）
午
後
１
時

　

役
場
１
階　

第
２
会
議
室

人
権
擁
護
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
上　
田　
昌　
功
（
再
任
）

　
松　
原　
眞
由
美
（
再
任
）

　

１
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

日時　４月16日（日）
　　　午前９時15分～
場所　斑鳩健民運動場

日時　３月23日（木）
　　　午後２時～３時30分
場所　生き生きプラザ斑鳩
　　　２階　大会議室
講師　（医）西和会
　　　西和往診クリニック
　　　院長　尾𥔎　誠重　氏
申込　地域包括支援センター
　　　（☎0745�4000・0745�5666）
　　　電話でお申し込みください

第59回
斑鳩町民体育大会
開催日のお知らせ

在宅での看取りを考える
～死ぬことの支え方～

生涯学習課
（☎内線237）

● 

募　
　
集 

●

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 14日㈫、21日㈫、28日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
23日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

2日㈭、9日㈭、16日㈭、30日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 8日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 7日㈫
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
10日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎759269
休日を除く8:30～17:3024日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

※公民館まつりの開催のため、増改築無料相談についてはお休みします。ご了承ください。
※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

３月の相談

町制70周年記念イベント
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町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

建
設
農
林
課
（
☎
内
線
２
２
６
）

募
集
住
宅
と
募
集
戸
数

●
追
手
団
地　
　

３
階　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

・�

町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
。

・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

・�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
ま
た
は
３
か
月
以
内
に

挙
式
予
定
の
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
な
ど
は
、
単
身

で
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

・�

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
定
め
ら
れ
た

基
準
月
収
額
以
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と
。

※�

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
設
農
林

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込

●
申
込
用
紙
配
布

　

３
月
６
日（
月
）～
３
月
17
日（
金
）

●
申
込
受
付
期
間

　

３
月
21
日（
火
）～
４
月
３
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

種
目　
幹
部
候
補
生

　
　
　
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

資
格

　

一
般　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

　
（�

大
学
院
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

　

歯
科　

専
門
の
大
卒
で
30
歳
未
満
の
人

　

薬
剤
科　

�

専
門
の
大
卒
で
28
歳
未
満
の

人

受
付　

�

３
月
１
日（
水
）～
５
月
５
日（
祝
・

金
）（
締
切
日
必
着
）

１
次
試
験　
５
月
13
日（
土
）、
14
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
（
14
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

※�

そ
の
他
、
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

能
）も
受
付
中
で
す
。（
４
月
７
日（
金
）

ま
で
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生涯学習課（☎内線237、238）
　斑鳩町立学童保育室に勤務する放課後児童支援員・補助員（臨時）を募集します。

職　種 放課後児童支援員 補助員

仕事内容 放課後に帰宅しても保護者がいない児童に対し遊び場を提供するとともに、生活習慣を養うた
め一定時間保育することを目的に、開室している学童保育室および学校敷地内での保育業務

採用人数 若干名
雇用期間 平成29年４月１日～平成30年３月31日
勤 務 地 斑鳩学童保育室、斑鳩西学童保育室、斑鳩東学童保育室のいずれか

応募資格

当町在住か当町への通勤が可能で、下記のいずれかの条
件を満たしている人
・�保育士、社会福祉士、幼・小・中・高等学校または中
等教育学校の教諭免許のいずれかを有する、または平
成29年３月31日までに資格取得見込みの人
・�大学、大学院、外国の大学で社会福祉学、心理学、教
育学、社会学、芸術学もしくは体育学を専修する学科
を卒業、または平成29年３月卒業見込みの人など

当町在住か当町への通勤が可能な人

年　 齢 昭和27年４月２日以降に生まれた人

提出書類
・履歴書１通（市販の用紙で応募者自筆のもの）
・�保育士証、社会福祉士登録証、教員免許など応募資格
を確認できる書類または資格取得見込証明書

履歴書１通
（市販の用紙で応募者自筆のもの）

そ の 他 口述試験
提 出 先 教育委員会事務局総務課

放課後児童支援員・補助員（学童保育室勤務）の募集
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「
公
民
館
ま
つ
り
」
は
公
民
館
教
室
で

学
ぶ
教
室
生
や
公
民
館
を
拠
点
に
活
動
す

る
自
主
グ
ル
ー
プ
が
１
年
間
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
で
す
。

　

今
年
も
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
12
日（
日
）

◆
将
棋
大
会
・
囲
碁
大
会
（
中
央
公
民
館
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

将
棋
・
囲
碁
大
会
は
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。（
先
着
各
40
人
）

※�

参
加
希
望
者
は
３
月
２
日（
木
）～
３
月

９
日（
木
）（
水
曜
日
を
除
く
）
に
中
央

公
民
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

３
月
17
日（
金
）～
19
日（
日
）

◆
作
品
展
示　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

３
月
18
日（
土
）

◆�

人
形
劇
お
は
な
し
こ
ろ
り
ん
（
大
ホ
ー

ル
）
午
前
10
時
～
11
時
（
予
定
）

◆
バ
ザ
ー　
午
前
11
時
～

　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

◆
演
芸
発
表
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分
（
予
定
）

３
月
19
日（
日
）

◆
演
芸
発
表
（
大
ホ
ー
ル
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

※�

自
動
車
の
国
道
か
ら
の
進
入
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
中
央
公
民
館
の
南
か
ら
ま

わ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

公
民
館
ま
つ
り
開
催
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
中
央
公
民
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ま
た
、
閉
館
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

臨
時
休
館

　

３
月
13
日（
月
）～
14
日（
火
）

　
　
　

16
日（
木
）

閉
館
時
間
の
繰
り
上
げ

　

３
月
17
日（
金
）～
19
日（
日
）

　

閉
館
時
間　

午
後
５
時
30
分

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
２
日（
日
）
午
前
９
時
～

　

※
予
備
日　

９
日
（
日
）

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
（
高
校
生
以
上
、
登
録
選
手
を
除
く
）

チ�

ー
ム
編
成　
監
督
を
含
め
10
人
以
上
15

人
以
内
で
、
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
込　
３
月
９
日（
木
）～
23
日（
木
）

抽
選
日　
３
月
30
日（
木
）
午
後
７
時
～

　

�

中
央
体
育
館
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
代

表
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
歩
こ
う
会

日
時　
４
月
９
日（
日
）

　

※
予
備
日　

15
日（
土
）

集
合　
午
前
７
時
30
分

　
　
　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅　

北
口
広
場

行
先　
吉
野
山
の
桜
巡
り

　
　
　
（
歩
行
距
離
約
９
㎞
・
約
４
時
間
）

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

　
（�

小
学
４
年
生
以
上
。
た
だ
し
小
学
生

は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
実
費
負
担
）

持�

物　
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
履
き
な
れ

た
靴
・
手
袋
・
帽
子
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
・

ス
ト
ッ
ク
（
所
有
の
場
合
）

申
込　
３
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時　
４
月
２
日（
日
）
午
前
９
時
～

場
所　
オ
プ
ト
ボ
ウ
ル
タ
カ
ダ

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

資�

格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
（
中
学
生
以

上
）

試�

合
方
法　
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル
（
男
女
別
）

費
用　
ゲ
ー
ム
費
な
ど　

１
，
５
０
０
円

　
　
　

靴
代　

３
０
０
円

申
込　
３
月
13
日（
月
）～
27
日（
月
）

ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

生
駒
郡
内
の
小
学
生
で
、
楽
し
く
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
25
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

場
所　
安
堵
小
学
校
運
動
場

募
集
チ
ー
ム
数　
８
チ
ー
ム
ま
で

　

※
原
則
１
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で

参
加
資
格　
生
駒
郡
内
在
住
の
小
学
生

　
（�

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
10
人
以
内
で

チ
ー
ム
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
）

申�

込
方
法　
指
定
用
紙
（
役
場
生
涯
学
習

課
、
中
央
公
民
館
窓
口
で
配
布
）
に
記

入
の
う
え
、
３
月
９
日（
木
）ま
で
に
生

涯
学
習
課
ま
た
は
中
央
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

主�

催　
生
駒
郡
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議

会

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

公民館まつり
期　間　３月12日（日）・
　　　　３月17日（金）～３月19日（日）
場　所　中央公民館
問合せ　中央公民館（☎0745-74-1511）
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☆もちもちチーズパン風☆
材�料10個分　白玉粉100ｇ、粉チーズ40ｇ、塩少々、牛乳75㏄、サラ
ダ油大さじ１弱

作�り方　❶白玉粉と粉チーズと塩を混ぜあわせる。❷❶に少しずつ牛乳
を入れていき、ある程度こねて、サラダ油を入れて耳たぶ位の固さに
する。❸10個に丸めて真ん中を少し押さえて、170℃のオーブンで、
ほんのりきつね色になるまで15分焼く。

栄
養
価　
１
個
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

65
㎉

　

塩
分　

0.2
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

白
玉
粉
は
も
ち
米
の
粉
で
す
。

　

お
餅
を
食
べ
た
い
と
き
に
は
、
簡
単
で
便

利
で
す
。
豆
腐
と
あ
わ
せ
て
団
子
に
し
て
、

茹
で
て
き
な
粉
や
し
ょ
う
ゆ
で
食
べ
た
り
で

き
ま
す
。
保
育
園
で
は
、
粉
チ
ー
ズ
と
あ
わ

せ
て
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
洋
風
に
し
て
三

時
の
お
や
つ
に
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
お

餅
を
食
べ
た
い
時
に
、

ぜ
ひ
つ
く
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

も
ち
も
ち
チ
ー
ズ
パ
ン
風

◦ 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◦

町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

　

町
県
民
税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
３
月
15
日（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
会
場
が
混
雑

し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

● 

奈
良
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
作

成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進

し
て
お
り
、
町
役
場
で
は
税
務
署
か
ら
依

頼
さ
れ
た
関
係
書
類
の
配
付
と
、
作
成
さ

れ
た
申
告
書
の
お
預
か
り
だ
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
が

必
要
な
人
は
、
奈
良
税
務
署
（
☎
０
７
４

２
㉖
１
２
０
１
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※�

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
町
役

場
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど

の
廃
車
・
変
更
手
続
き
を

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
「
廃

車
」
・
「
譲
渡
」
し
た
と
き
や
、「
町
外
に

転
出
」
し
た
と
き
は
、
同
時
に
廃
車
や
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

● 

賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で
す

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
で
登
録

さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

い
ら
な
く
な
っ
た
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
な
ど
も
、
４
月
１
日
現
在
で
廃
車
手

続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、
平
成
29
年
度

の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

廃
車
・
変
更
手
続
き
を
す
る
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
…

　

役
場
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
２
）

▼
軽
自
動
車
…

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
奈
良
事
務
所

　
　
（
☎
０
５
０‒

３
８
１
６‒
１
８
４
５
）

▼
二
輪
の
軽
自
動
車
…

　

奈
良
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
　
　
　
（
☎
０
７
４
３
�
３
７
０
０
）

▼
二
輪
の
小
型
自
動
車
…

　

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　
（
☎
０
５
０
―

５
５
４
０
―

２
０
６
３
）

※�

手
続
き
に
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印

か
ん
、
申
告
済
証
ま
た
は
車
検
証
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
各
手
続
き
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

㉓
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　斑鳩町では４月から、要支援１・２の人が利用する予防給付のうち、「訪問介護（ホームヘルプ）」と「通
所介護（デイサービス）」を、全国一律の基準に基づくサービスから、町が実施する「総合事業」に移行します。
　「総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）」とは、地域全体で高齢者を支える「地域包括ケアシステム」
の構築をすすめるための、介護保険の新しい仕組みです。
　総合事業への移行後は、これまでの介護保険の認定に加え、認定を受けなくても地域包括支援センターで
実施する「基本チェックリスト（※）」などの判定により、訪問型・通所型サービスを受けることができます。
これにより、これまでの認定に要した期間が短縮され、スムーズにサービスを利用することが可能になります。

《問合せ》
斑鳩町地域包括支援センター

（☎0745�5666・0745�4000）
斑鳩町役場　長寿福祉課

（☎内線123）

平成２９年３月まで 平成２９年４月から 

介護給付 
（要介護１～５） 

介護給付 
（要介護１～５） 

  ◎訪問看護 
◎通所リハビリ 

  ◎福祉用具貸与 
など 

     
◎訪問介護 

  ◎通所介護 

     ◎訪問看護 
     ◎通所リハビリ 
      ◎福祉用具貸与 

など 

     ◎訪問介護 
     ◎通所介護 

介護予防 
給付 
（要支援） 

新・総合
事業 

変更なし 

変更なし 

変更あり 

介
護
予
防
給
付（
要
支
援
）

相談する（65歳以上の人）
地域包括支援センターや長寿福祉課の窓口に相談します。

要介護・要支援認定を受ける

介護予防•生活支援サーピス事業が利用できます 一般介護予防事業が利用できます

基本チェックリストを受ける
生活機能がどの程度低下している
か判断します。

要介護
１～５の人

介護保険の介護
サーピスが利用
できます。

生活機能の低下が
見られた人

地域包括支援センターによる
介護予防ケアマネジメントの実施

自立した生活が
送れる人

介護保険の介護予防サービスが
利用できます。（訪問介護と通所
介護を除く）

要介護
１・２の人 非該当

■ 総合事業利用までの流れ

■ 総合事業の開始に伴う変更点

４月から要支援者の訪問介護と通所介護が「総合事業」に移行します

〈対象〉
要支援１・２の人、または基本
チェックリストに該当した人

※�基本チェックリストとは、65歳以
上の人を対象に、25項目の質問に
より日常生活で必要となる機能の
低下の有無を確認するものです。

☆�現在、要支援の認定を受け、訪問
介護・通所介護を利用している人
は、地域包括支援センターなどの
介護予防ケアマネジメントにより
４月以降も引き続き同様のサービ
スが利用できます。
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町
で
は
、
ご
み
の
中
身
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
「
ご
み
質
検

査
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
食
品
ロ
ス
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

食
品
ロ
ス
と
は

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
べ
物
の
こ
と
を
い

い
、
日
本
で
は
年
間
５
０
０
万
ト
ン
～

８
０
０
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ

を
日
本
人
１
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、

毎
日
お
に
ぎ
り
１
～
２
個
分
を
捨
て
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
調
査
の
結
果

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

に
つ
い
て
、
手
つ
か
ず
の
ま
ま
捨
て
ら
れ

た
食
品
や
、
食
べ
残
し
ご
み
の
量
を
調
べ

る
食
品
ロ
ス
調
査
を
、
今
年
度
、
新
た
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
調
理
く
ず
が
84
．
７
％
、
食

べ
残
し
な
ど
の
ご
み
（
食
品
ロ
ス
）
は

13
．
６
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

食
品
ロ
ス
の
中
で
最
も
多
い
も
の
は
野

菜
・
果
物
類
で
、
全
体
の
60
％
以
上
を
占

め
る
結
果
で
し
た
。

食
品
ロ
ス
を
出
さ
な
い
た
め
に

●�

食
材
を
「
買
い
過
ぎ
な
い
」「
使

い
切
る
」「
食
べ
き
る
」

　

値
段
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て
食
材
を
買

い
過
ぎ
た
り
、
家
庭
に
あ
る
の
を
忘
れ
て

同
じ
食
材
を
買
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
菜
の
皮
を
厚
く
む

き
過
ぎ
る
な
ど
、
食
べ
ら
れ
る
部
分
を
過

剰
に
捨
て
る
こ
と
も
食
品
ロ
ス
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

●
残
っ
た
料
理
は
別
の
料
理
に
活
用

　

料
理
は
食
べ
ら
れ
る
量
だ
け
つ
く
り
、

も
し
、
食
べ
き
れ
ず
に
残
っ
た
ら
、
別
の

料
理
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
食
時
も
注
文
し
す
ぎ
な
い

　

料
理
を
注
文
す
る
際
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

確
認
し
、
食
べ
き
れ
る
か
ど
う
か
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

　

斑
鳩
町
は
、
ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、
埋

め
立
て
な
い
ま
ち
づ
く
り
（
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
）
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
食
品
ロ

ス
を
、
ご
家
庭
で
少
し
で
も
削
減
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
町
全
体
で
は
大
き
な
削
減

と
な
り
、
斑
鳩
町
が
め
ざ
す
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
の
実
現
に
近
づ
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

野菜の皮
15.2％

野菜の
くず、
芯など
32.5％

果物の皮
28.2％
果物の皮
28.2％

果物のくず、
芯など
8.7％

果物のくず、
芯など
8.7％

魚の骨、
貝殻、
卵殻など
0.1％

手つかずの食品
0.9％

野菜・
果物類
9.0％

肉類0.2％
魚類0.5％
米・めん類0.7％
パン・菓子類0.9％ その他加工食品

1.4％
分類不能
1.7％

調理くず
84.7％

食品ロス
（食べ残しなど）
13.6％

食品ロス
（食べ残しなど）
13.6％

ご
み
質
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
～ 

食
品
ロ
ス
調
査
の
結
果
に
つ
い
て 

～

一人ひとりが
「もったいない」
を意識して行動
することが大切
なんだね！

⃝ 食品ロス調査結果 ⃝

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による） ３月13日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話・fax 申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィのみ）

4月21日㈮

13：00～
　13：40

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
28
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。
　 申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

子宮頸がん検診
13：00～
　13：30

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィのみ）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

胃 が ん 検 診

4月26日㈬
4月27日㈭

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後9時までにすませてくださ
い。検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないでください）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人はお申し込み時に必ず
お伝えください。
○ 喀たん検査を希望される人は、当
日喀たん容器を保健センターで購
入してください。（容器代270円）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

胃がん・肺がん
セ ッ ト 検 診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

家族そろってがん検診！

春
休
み
子
ど
も

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
時　
３
月
28
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　

１
階　

調
理
実
習
室

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　
　
　
　
　

ふ
き
ん
・
台
ふ
き
各
１
枚

対
象　
小
学
１
～
６
年
生

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
３
月
６
日（
月
）～

３
月
１
日
～
７
日
は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す

～
４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に

　
備
え
て
必
要
な
予
防
接
種
を

　
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
～

感
染
症
か
ら
子
ど
も
を

守
る
予
防
接
種

　

子
ど
も
は
成
長
す
る
ま
で
に
た
く
さ
ん

の
病
気
に
か
か
り
ま
す
。
軽
く
す
む
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
な
か
に
は
、
か
か
る
と

重
い
症
状
が
現
れ
た
り
、
後
遺
症
が
残
っ

た
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
免
疫
を
つ
く
っ
て

お
こ
う
と
す
る
の
が
予
防
接
種
で
す
。

※�

詳
し
く
は
、
２
月
号
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。

19 2017.3.  広報 

事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

離 乳 食 教 室 4月13日㈭ 13：15～ 13：30
Ｈ28年12月・

Ｈ29年1月生
○離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、タオル、お茶
申込：4月12日（水）まで

わんぱく広場 4月14日㈮ 9：45～　10：00 Ｈ28年6・7月生
○事故防止についての話、離乳食の試食
持物：母子健康手帳、タオル、お茶
申込：4月13日（木）まで

申請方法　　　国保医療課または保健センターで手続きをしてください。
　　　　　　　郵送可（下記の必要書類を同封のこと）
　　　　　　　（〒636-0142　斑鳩町小吉田1-12-35　斑鳩町保健センター宛）
申請期間　　　４月４日（火）～４月11日（火）
　　　　　　　郵送の場合は４月４日（火）～４月12日（水）必着
申請に必要なもの　　①助成金交付申請書
　　　　　　　　　　②承諾書（納税状況を確認するために必要）
　　　　　　　　　　③印鑑（郵送の場合は、助成金交付申請書および承諾書に押印）
　　　　　　　　　　④保険証（郵送の場合は、コピーを添付）
　　　　　　　　　　※①②は窓口で配布またはホームページよりダウンロード可

注意事項　　　�助成が決定した人には決定通知書を送付します。必ず助成の決定通知書が届い
てから健診を受診してください。決定通知書が届く以前の受診分については助
成対象にはなりませんので、ご注意ください。

※申請者多数の場合は抽選となります。（公開抽選）
　抽選の有無については、４月13日（木）以降にお問い合わせください。
　抽選日時　４月18日（火）午前10時～
　抽選場所　斑鳩町役場　１階第２会議室
　抽選結果　全員に封書でお知らせします。（当選者には、決定通知書を送付）

人間ドック健診・脳ドック健診費用の一部助成の申請が４月からはじまります

人間ドック健診 脳ドック健診
定 員 １２０人 １５０人

対象要件
・�平成29年度において40歳～74歳
の人
・�申請日において斑鳩町国民健康保険
に１年以上継続して加入している人
・特定健康診査を受診していない人
・町税を完納している人

・1年以上町在住の40歳以上
　（�昭和53年４月１日以前に生まれた
人）

・�脳血管疾患などで現在治療を受けてい
ない人
・�勤務先などで同様の健診を受けること
ができない人
・町税を完納している人

助成費用 健診費用の２分の１。
ただし、２万円を限度とする。

健診費用の２分の１。
ただし、１万５千円を限度とする。

問 合 せ 国保医療課
　☎0745�1001（内線115）

保健センター
　☎0745�0001（直通）

※�すべての
要件にあ
てはまる
人



３月号
平成29年3月1日発行

（通巻618号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₉₁人
　　（前月比　－₇）
　　男₁₃,₄₁₈人
　　女₁₄,₈₇₃人

　 　₁₁,₅₀₃世帯
　　（前月比　＋10）
（平成29年₁月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　文化財防火デーの放水訓練で
の取材。カメラごしに見る、法
隆寺を背景に水と青空と虹が織
りなす情景は見事でした。訓練
参加者はずぶ濡れの中でも集中
して作業をこなしていました。
何事にも、日ごろから訓練を欠
かさないことが大事ですね。
	 ま

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 202017.3.  広報 

祝 斑鳩町制
70周年

創業１１７年　ニシキ醤油株式会社
代表取締役　大方　豊　取締役営業部長　大方　栄

● 法隆寺南１丁目～興留１丁目（イツボ川沿い）●
　斑鳩小学校への集団登校の風景。写真奥に見える
煙突には、「ヤマトニシキ」の文字が書かれています。
　町民の記憶によると、東側は田、西側には池があっ
たとのこと。斑鳩小学校の制服ができたのも、この
頃のようです。

　現在は、道路とイツボ川を挟んで両側
に住宅が建てられており、当時とは様変
わりしています。

写真提供：小城一郎 氏
撮影時期：１９６０年

　「斑鳩の記憶アーカイブ化事業」でみなさん
から集められた写真を、「斑鳩の記憶データベー
ス」としてインターネット上で公開しています。
（http://archive-ikaruga.org/）
　このコーナーでは、データベースにある写真
を、現在の姿と比較しながら、当時のようすや
まちの風景などを紹介していきます。

平成29年は斑鳩町制70周年

町制70周年

写真でたどろう
斑鳩の記憶

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

平成29年度斑鳩町協働のまち
づくり活動提案事業に○団体
が内定しました。さて、○に入る数字は何
でしょう。

〈３月13日㈪必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

２月号のクイズの答　500（応募総数15）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

昔

今


